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ドレスト光子 [1]の量子場によるモデリングについて発表する。

ドレスト光子が物質との相互作用により生じ局在する性質を理解することを目的として，離散

化された空間上でのゲージ場のモデリングを活用するアプローチを今回採用する。離散空間とし

て，ドレスト光子が生じる物質が占める空間に相当するような，3次元ユークリッド空間 R3に埋

め込み可能な離散距離空間を想定している。離散空間でのゲージ場は連続な空間（多様体）と共

通する部分もあれば異なる部分もある。この研究では，数学的に ad hocでない方法による定式化

を採用する。このアプローチは格子ゲージ理論 [2]とも強く関連しており，また，数学的には非可

換幾何学 [3]の影響を受けて定式化され議論されてきた研究を土台にしている [4]。

更には，離散空間上のゲージ場と物質場の相互作用の定式化について議論する。
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